
実務実習（薬局） 

責任者・コーディネーター  情報薬科学分野 西谷 直之 教授 

担当講座・学科(分野) 

臨床薬剤学分野、構造生物薬学分野、創薬有機化学分野、天然物化学分

野、衛生化学分野、機能生化学分野、細胞病態生物学分野、情報薬科学

分野、生体防御学分野、分子細胞薬理学分野、創剤学分野、薬物代謝動

態学分野、神経科学分野、分析化学分野、臨床医化学分野、薬剤治療学

分野、地域医療薬学分野  

対 象 学 年  5  

区分・時間数 実習 330 時間  期 間  通期  

単 位 数 10 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 実際の現場で薬局業務の体験を通じて地域での薬局薬剤師の役割を学ぶ。 

実習ユニット 

（１）薬局アイテムと管理 

（２）情報のアクセスと活用 

（３）薬局調剤を実践する 

（４）薬局カウンターで学ぶ 

（５）地域で活躍する薬剤師 

（６）薬局業務を総合的に学ぶ 

・教育成果（アウトカム） 

 薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬品な

どの供給・管理、情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、

態度を修得し、６つの実習ユニットを体験することで、地域医療に参画できる実践的能力の基礎が身

につく。                      （ディプロマ・ポリシー：1,2,3,4,5,6,8,9） 

・到達目標（SBO） 

1. 医療人としての身だしなみや言葉遣い、行動を身につける。 

2. 調剤業務を正確に実施できる。 

3. 来局者のニーズに配慮した応対が適切にできる。 

4. 患者への情報提供が的確にできる。 

5. 医薬品の適切な保管・管理を実施できる。 

 

薬局実習 

GIO： 薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬

品などの供給・管理、情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技

能、態度を修得する。 

 

（１） 薬局アイテムと管理 

GIO：薬局で取り扱うアイテム（品目）の医療、保健・衛生における役割を理解し、それらの管理と



保存に関する基本的知識と技能を修得する。 

SBO：「薬局アイテムの流れ」、「薬局製剤」、「薬局アイテムの管理と保存」、「特別な配慮を要

する医薬品」の各項目の実習を行う。 

 

（２） 情報のアクセスと活用 

GIO：医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬局における医薬品情報管理

業務に関する基本的知識、技能、態度を修得する。 

SBO：「薬剤師の心構え」、「情報の入手と加工」、「情報の提供」の各項目の実習を行う。 

 

（３） 薬局調剤を実践する 

GIO：薬局調剤を適切に行うために、調剤、医薬品の適正な使用、リスクマネージメントに関連する

基本的知識、技能、態度を修得する。 

SBO：「保険調剤業務の全体の流れ」、「処方せんの受付」、「処方せんの鑑査と疑義照会」、「計

数・計量調剤」、「計数・計量調剤の鑑査」、「服薬指導の基礎」、「服薬指導入門実習」、「服薬

指導実践実習」、「調剤録と処方せんの保管・管理」、「調剤報酬」、「安全対策」の各項目の実習

を行う。 

 

（４） 薬局カウンターで学ぶ 

GIO：地域社会での健康管理における薬局と薬剤師の役割を理解するために、薬局カウンターでの患

者、顧客の接遇に関する基本的知識、技能、態度を修得する。 

SBO：「患者・顧客との接遇」、「一般用医薬品・医療用具・健康食品」、「カウンター実習」の各

項目の実習を行う。 

 

（５） 地域で活躍する薬剤師 

GIO：地域に密着した薬剤師として活躍できるようになるために、在宅医療、地域医療、地域福祉、

災害時医療、地域保健などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。 

SBO：「在宅医療」、「地域医療・地域福祉」、「災害時医療と薬剤師」、「地域保健」の各項目の

実習を行う。 

 

（６） 薬局業務を総合的に学ぶ 

GIO：調剤、服薬指導、患者・顧客接遇などの薬局薬剤師の職務を総合的に実習する。 

SBO： 

1．薬局業務を総合的に実践する。 

2．患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を感じとる。（態度） 

3．薬が病気の治癒、進行防止を通して、病気の予後と QOL の改善に貢献していることを感じとる。

（態度） 

・実習日程 

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

実習日程は特記事項に記載 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  今日の治療薬 2018 解説と便覧  浦部 晶夫 他編集 南江堂 2018 

教 治療薬マニュアル 2018 高久 史麿 編集 医学書院 2018 



教  
新ビジュアル薬剤師実務シリーズ 

上 薬剤師業務の基本（知識・態度）第３版  
上村 直樹 , 平井 みど

り  編集 
羊土社 2017 

教  
新ビジュアル薬剤師実務シリーズ 

下 調剤業務の基本（技能）第３版  
上村 直樹 , 平井 みど

り  編集 
羊土社 2017 

参  処方提案につなげる薬物療法ハンドブック  寺町ひとみ 編集 南江堂 2015 

・成績評価方法 

 実習施設での評価(病院 50%）、レポート（実習日誌・週報）と出欠状況(15%)、実務実習成果発表

会の評価(10%)、実務実習確認試験(25%)などから総合的に評価を行う。 

・特記事項・その他 

予習としては、翌日実習する SBO をよく読んでおくこと。 

復習としては、行った実習内容を簡単に日報等にまとめること。 

週末には実習進捗ネットワークツールを用い、週報を入力すること。 

 

実習日程 

Ⅰ期 平成 30 年 5 月 7 日（月）～7 月 22 日（日） 

Ⅱ期 平成 30 年 8 月 6 日（月）～10 月 21 日（日） 

Ⅲ期 平成 30 年 11 月 5 日（月）～平成 31 年 1 月 27 日（日） 

進捗ネットワークツールを用い、週報に対してコメントを入力することを通じて、学生にフィードバ

ックを行う。 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

実習  各実習施設備え付けの薬剤業務関連機器   

実習  各実習施設内の機器   

 

 

 


